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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体発光素子を有する１乃至複数の光源ユニットと、外部電源から供給される電力を電
力変換して前記光源ユニットに給電する電源ユニットと、前記光源ユニットに供給される
電力を調整するように前記電源ユニットを制御するコントローラとを備え、
　前記電源ユニットは、スイッチング電源回路と、前記スイッチング電源回路の動作を制
御する制御回路と、前記制御回路及び前記コントローラの動作用の電力を生成する制御電
源回路とを有し、
　前記コントローラは、制御部を備え、前記電源ユニットの制御電源回路で生成される電
力が供給されて動作するように構成され、
　前記制御部は、前記スイッチング電源回路の出力レベルを指示する制御信号を生成して
前記電源ユニットに送信し、
　前記電源ユニットの制御回路は、前記スイッチング電源回路の動作を制御して、前記ス
イッチング電源回路の出力電力を、前記制御信号で指示される出力レベルに対応した値に
一致させるように構成される
　ことを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　請求項１記載の照明装置に用いられ、前記コントローラに直流電力を供給する電源供給
端子と、前記コントローラから前記制御信号を受信する制御信号端子とを備える
　ことを特徴とする電源ユニット。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明装置及び電源ユニットに関し、特に、発光ダイオードなどの固体発光素
子を点灯する電源ユニット及び当該電源ユニットを備える照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、光源である固体発光素子と、交流電源を用いて固体発光素子を点灯させる点灯装
置（電源ユニット）とを備える照明装置が提供されている（例えば、特許文献１参照）。
このような照明装置は、点灯装置から固体発光素子に給電される電力を指示する制御信号
を生成する調光制御回路部を備える。また、点灯装置は、調光制御回路部から送信される
信号に対応して、固体発光素子を調光点灯させる制御回路部を備える。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４３７０９０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来の点灯装置は、制御回路部などを動作させるために外部電源からの交流
電力を直流電力に変換するＡＣ／ＤＣ変換部を必要とする。また、従来の調光制御回路部
は、直流電力によって動作するように構成されているので、外部電源からの交流電力を直
流電力に変換するＡＣ／ＤＣ変換部を必要とする。
【０００５】
　しかしながら、点灯装置及び調光制御回路部に各別にＡＣ／ＤＣ変換部が設けられると
、照明装置として、電力変換に伴う損失が大きくなるという問題が生じる。
【０００６】
　本発明は上記事由に鑑みてなされており、電力損失を抑制することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の照明装置は、固体発光素子を有する１乃至複数の光源ユニットと、外部電源か
ら供給される電力を電力変換して前記光源ユニットに給電する電源ユニットと、前記光源
ユニットに供給される電力を調整するように前記電源ユニットを制御するコントローラと
を備え、前記電源ユニットは、スイッチング電源回路と、前記スイッチング電源回路の動
作を制御する制御回路と、前記制御回路及び前記コントローラの動作用の電力を生成する
制御電源回路とを有し、前記コントローラは、制御部を備え、前記電源ユニットの制御電
源回路で生成される電力が供給されて動作するように構成され、前記制御部は、前記スイ
ッチング電源回路の出力レベルを指示する制御信号を生成して前記電源ユニットに送信し
、前記電源ユニットの制御回路は、前記スイッチング電源回路の動作を制御して、前記ス
イッチング電源回路の出力電力を、前記制御信号で指示される出力レベルに対応した値に
一致させるように構成されることを特徴とする。
【０００８】
　本発明の電源ユニットは、前記照明装置に用いられ、前記コントローラに直流電力を供
給する電源供給端子と、前記コントローラから前記制御信号を受信する制御信号端子とを
備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の照明装置及び電源ユニットは、電力損失を抑制することできるという効果があ
る。
【図面の簡単な説明】
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【００１０】
【図１】本発明に係る照明装置及び電源ユニットの実施形態を示す回路ブロック図である
。
【図２】同上の応用例の回路ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明に係る照明装置及び電源ユニットの実施形態について、図１を参照して説
明する。
【００１２】
　本実施形態の照明装置は、図１に示すように、光源ユニット１と、電源ユニット２と、
コントローラ３とを備える。
【００１３】
　電源ユニット２は、図１に示すように、制御回路２０、整流器２１、昇圧チョッパ回路
２２、降圧チョッパ回路２３、信号変換回路２４、制御電源回路２５などを備えている。
また、電源ユニット２は、制御信号端子２６１と、１対の電源供給端子２６２とを備え、
コントローラ３と電気的に接続されている。整流器２１は、ダイオードブリッジで構成さ
れ、商用の交流電源（外部電源）１００から供給される交流電圧・交流電流を全波整流す
る。
【００１４】
　昇圧チョッパ回路２２は、力率の改善を目的とする従来周知の力率改善回路であって、
スイッチング素子Ｑ１、インダクタＬ１、ダイオードＤ１、平滑コンデンサＣ１、駆動回
路２２０などで構成されている。すなわち、インダクタＬ１とダイオードＤ１と平滑コン
デンサＣ１の直列回路が整流器２１の脈流出力端子間に電気的に接続され、ダイオードＤ
１と平滑コンデンサＣ１の直列回路に対して、スイッチング素子Ｑ１が電気的に並列接続
されている。スイッチング素子Ｑ１には、例えば、ｎチャネル型のパワーＭＯＳＦＥＴ（
Metal-Oxide-Semiconductor Field-Effect Transistor）が使用されることが好ましい。
駆動回路２２０は、スイッチング素子Ｑ１のゲートに駆動信号を与えることでスイッチン
グ素子Ｑ１をオン・オフ（スイッチング）するように構成されている。さらに、駆動回路
２２０は、平滑コンデンサＣ１の両端電圧を監視し、当該両端電圧を目標値（外部電源１
００の電源電圧の実効値よりも十分に高い電圧）に一致させるように、スイッチング素子
Ｑ１をＰＷＭ制御するように構成されている。ただし、このような昇圧チョッパ回路２２
は従来周知であるから、詳細な動作の説明は省略する。
【００１５】
　降圧チョッパ回路２３は、昇圧チョッパ回路２２から入力する直流電圧・直流電流を、
光源ユニット１に適した直流電圧・直流電流に降圧（電力変換）するＤＣ／ＤＣコンバー
タである。また、降圧チョッパ回路２３は、スイッチング素子Ｑ２、インダクタＬ２、ダ
イオードＤ２、平滑コンデンサＣ２などで構成されることが好ましい。すなわち、平滑コ
ンデンサＣ２とインダクタＬ２とスイッチング素子Ｑ２の直列回路が昇圧チョッパ回路２
２の出力端子間に電気的に接続され、平滑コンデンサＣ２とインダクタＬ２の直列回路に
対して、ダイオードＤ２が電気的に並列接続されている。スイッチング素子Ｑ２には、例
えば、ｎチャネル型のパワーＭＯＳＦＥＴが使用されることが好ましい。なお、スイッチ
ング素子Ｑ２は、制御回路２０によってオン・オフ（スイッチング）される。また、平滑
コンデンサＣ２の低電位側の端子が光源ユニット１の正極側の入力端子と電気的に接続さ
れている。ただし、このような降圧チョッパ回路２３は従来周知であるから、詳細な動作
の説明は省略する。
【００１６】
　信号変換回路２４は、後述するように、コントローラ３から制御信号端子２６１を介し
て与えられる制御信号（ＰＷＭ信号）を直流の電圧信号に変換して制御回路２０に出力す
るように構成されている。なお、信号変換回路２４から出力される電圧信号の信号レベル
（直流電圧レベル）は、制御信号で指示される出力レベル（調光レベル）に対応している
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。
【００１７】
　制御電源回路２５は、外部電源１００の交流入力電圧から制御電圧（例えば、１５ボル
トの直流電圧）Ｖｃｃを生成するように構成される。制御電源回路２５で生成される制御
電圧Ｖｃｃは、制御回路２０及び信号変換回路２４に供給されるとともに、１対の電源供
給端子２６２を介してコントローラ３にも供給されている。なお、１対の電源供給端子２
６２のうちの片方は、グランド端子として使用され、コントローラ３から出力される制御
信号のグランド（ＧＮＤ）と共有されることが好ましい。
【００１８】
　制御回路２０は、スイッチング素子Ｑ２のゲートに与える駆動信号をＰＷＭ制御するこ
とにより、インダクタＬ２に流れる電流を目標値に一致させるように構成されることが好
ましい。また、制御回路２０は、前記目標値を信号変換回路２４から出力される電圧信号
の信号レベル（調光レベル）に対応した値に調整することが好ましい。なお、このような
制御回路２０は、例えば、市販されている調光機能付きのＬＥＤ照明用コントロールＩＣ
、あるいはマイクロコントローラで構成されることが好ましい。
【００１９】
　コントローラ３は、制御部３０と、記憶部３１と、第１電源回路３２と、第２電源回路
３３と、制御信号出力端子３４と、１対の電源入力端子３５とを備えることが好ましい。
【００２０】
　第１電源回路３２は、電源ユニット２から電源入力端子３５を介して供給される制御電
圧Ｖｃｃを安定化するように構成されている。第２電源回路３３は、第１電源回路３２で
安定化された制御電圧Ｖｃｃから、低電圧（例えば、５ボルト）の直流電圧を生成するよ
うに構成されている。第２電源回路３３で生成される直流電圧は、制御部３０に供給され
ている。
【００２１】
　制御部３０は、例えば、マイクロコントローラで構成されることが好ましい。制御部３
０は、第２電源回路３３から供給される直流電圧で動作するよう構成されている。制御部
３０は、調光レベル（出力レベル）に対応するデューティー比のＰＷＭ（パルス幅変調）
信号を生成し、当該ＰＷＭ信号（制御信号）を制御信号出力端子３４を介して電源ユニッ
ト２に送信する。
【００２２】
　記憶部３１は、フラッシュメモリなどの電気的に書換可能な不揮発性の半導体メモリで
構成されることが好ましい。
【００２３】
　本実施形態の照明装置は、電源ユニット２及びコントローラ３に各別にＡＣ／ＤＣ変換
部が設けられる場合と比較して、電力変換に伴う損失が抑制できる。
【００２４】
　本実施形態の照明装置の動作について説明する。
【００２５】
　外部電源１００が投入されると、照明装置において、電源ユニット２の制御電源回路２
５が動作を開始し、制御電圧Ｖｃｃを供給する。制御電圧Ｖｃｃが供給され始めると、昇
圧チョッパ回路２２、制御回路２０及びコントローラ３が動作を開始する。コントローラ
３の制御部３０は、ＰＷＭ信号（制御信号）を生成して、電源ユニット２に送信する。電
源ユニット２の制御回路２０は、信号変換回路２４で変換された電圧信号の信号レベルか
ら、指示されている出力レベル（調光レベル）を判断し、スイッチング素子Ｑ２を制御し
て光源ユニット１を調光点灯させる。
【００２６】
　なお、本実施形態の照明装置は、図２に示すように、複数（図示例では２つ）の電源ユ
ニット２と、１つのコントローラ３とを備えてもよい。コントローラ３は、複数の電源ユ
ニット２の何れか１つの電源ユニット２から制御電圧Ｖｃｃが供給されるように構成され
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【００２７】
　また、本実施形態の照明装置及び電源ユニット２では、電源ユニット２に接続される光
源ユニット１は１つとは限らない（図１参照）。複数の光源ユニット１は、電源ユニット
２に対して、電気的に並列、又は直列に接続されていてもよい。
【００２８】
　本実施形態の照明装置は、固体発光素子を有する１乃至複数の光源ユニット１と、外部
電源１００から供給される電力を電力変換して光源ユニット１に給電する電源ユニット２
と、光源ユニット１に供給される電力を調整するように電源ユニット２を制御するコント
ローラ３とを備える。電源ユニット２は、スイッチング電源回路（降圧チョッパ回路２３
）と、スイッチング電源回路（降圧チョッパ回路２３）の動作を制御する制御回路２０と
、制御回路２０の動作用の電力を生成する制御電源回路２５とを有する。コントローラ３
は、制御部３０を備え、電源ユニット２の制御電源回路２５で生成される電力が供給され
て動作するように構成される。制御部３０は、スイッチング電源回路（降圧チョッパ回路
２３）の出力レベルを指示する制御信号を生成して電源ユニット２に送信する。電源ユニ
ット２の制御回路２０は、スイッチング電源回路（降圧チョッパ回路２３）の動作を制御
して、スイッチング電源回路（降圧チョッパ回路２３）の出力電力を、前記制御信号で指
示される出力レベルに対応した値に一致させるように構成される。
【００２９】
　本実施形態の照明装置は上述のように構成されるので、照明装置の電力損失が抑制され
る。
【００３０】
　本実施形態の電源ユニット２は、本実施形態の照明装置に用いられ、コントローラ３に
直流電力を供給する電源供給端子２６２と、コントローラ３から前記制御信号を受信する
制御信号端子２６１とを備える。
【００３１】
　本実施形態の電源ユニット２は上述のように構成されるので、端子を設けることで、電
源ユニット２とコントローラ３の結線が容易になる。
【符号の説明】
【００３２】
　１　光源ユニット
　１００　外部電源
　２　電源ユニット
　２０　制御回路
　２３　降圧チョッパ回路（スイッチング電源回路）
　２４　信号変換回路
　２５　制御電源回路
　２６１　制御信号端子
　２６２　電源供給端子
　３　コントローラ
　３０　制御部
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